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(54)【発明の名称】 有機エレクトロルミネッセンス表示パネル

(57)【要約】
【課題】  水分による発光特性が劣化しにくい有機エレ
クトロルミネッセンス素子及び有機エレクトロルミネッ
センス表示パネルを提供する。
【解決手段】  順に積層された、第１表示電極、有機化
合物からなる発光層を含む１以上の有機機能層、及び第
２表示電極、からなる１以上の有機エレクトロルミネッ
センス素子と、有機エレクトロルミネッセンス素子に接
触して担持する樹脂基板と、からなる有機エレクトロル
ミネッセンス表示パネルであって、樹脂基板の表面を覆
う無機バリア膜を有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  順に積層された、第１表示電極、有機化
合物からなる発光層を含む１以上の有機機能層、及び第
２表示電極、からなる１以上の有機エレクトロルミネッ
センス素子と、前記有機エレクトロルミネッセンス素子
に接触して担持する樹脂基板と、からなる有機エレクト
ロルミネッセンス表示パネルであって、前記樹脂基板の
表面を覆う無機バリア膜を有することを特徴とする有機
エレクトロルミネッセンス表示パネル。
【請求項２】  前記無機バリア膜が覆う前記樹脂基板の
表面は、少なくとも前記有機エレクトロルミネッセンス
素子に接触する表面、前記有機エレクトロルミネッセン
ス素子間の表面、前記有機エレクトロルミネッセンス素
子周囲の表面を含むことを特徴とする請求項１記載の有
機エレクトロルミネッセンス表示パネル。
【請求項３】  前記無機バリア膜が覆う前記樹脂基板の
表面は、前記有機エレクトロルミネッセンス素子に接触
する表面の裏側の表面を含むことを特徴とする請求項１
又は２記載の有機エレクトロルミネッセンス表示パネ
ル。
【請求項４】  前記無機バリア膜が覆う前記樹脂基板の
表面は、全面であることを特徴とする請求項１記載の有
機エレクトロルミネッセンス表示パネル。
【請求項５】  前記無機バリア膜は窒化酸化シリコンか
らなることを特徴とすることを特徴とする請求項１～４
のいずれか１記載の有機エレクトロルミネッセンス表示
パネル。
【請求項６】  前記無機バリア膜は、窒素／酸素の比率
が０．１３～２．８８である窒化酸化シリコンからなる
ことを特徴とする請求項１～５のいずれか１記載の有機
エレクトロルミネッセンス表示パネル。
【請求項７】  前記無機バリア膜はスパッタ法により成
膜されたことを特徴とする請求項１～６のいずれか１記
載の有機エレクトロルミネッセンス表示パネル。
【請求項８】  前記有機エレクトロルミネッセンス素子
を背面から覆う封止膜を有することを特徴とする請求項
１～７のいずれか１記載の有機エレクトロルミネッセン
ス表示パネル。
【請求項９】  前記封止膜は無機パッシベーション膜で
あり、前記有機エレクトロルミネッセンス素子全体は前
記無機バリア膜及び前記封止膜により気密的に覆われて
いることを特徴とする請求項８記載の有機エレクトロル
ミネッセンス表示パネル。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、電流の注入によっ
て発光するエレクトロルミネッセンス（以下、ＥＬとも
いう）を呈する有機化合物材料からなる発光層を含む１
以上の薄膜（以下、有機機能層という）を備えた有機Ｅ
Ｌ素子に関し、特に、複数の有機ＥＬ素子が樹脂基板上
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に形成された有機ＥＬ表示パネルに関する。
【０００２】
【従来の技術】有機ＥＬ素子は、透明基板上に、陽極の
透明電極と、有機機能層と、陰極の金属電極とが順次積
層されて構成される。例えば、有機機能層は、発光層の
単一層、あるいは有機正孔輸送層、発光層及び有機電子
輸送層の３層構造、又は有機正孔輸送層及び発光層の２
層構造、さらにこれらの適切な層間に電子或いは正孔の
注入層やキャリアブロック層を挿入した積層体である。
【０００３】複数の有機ＥＬ素子を用いた有機ＥＬ表示
パネルとして、例えばマトリクス表示タイプのものや、
所定発光パターンを有するものが知られている。有機Ｅ
Ｌ表示パネルの透明基板に、透明な樹脂、プラスチック
を用いることが提案されている。一方で、この有機ＥＬ
表示パネルは、大気に晒されると、特に有機ＥＬ素子の
陰極層と有機機能層との界面では水分による特性劣化が
顕著であり、空気中の水分に触れると化学変化が起こり
有機機能層と陰極間に剥離が生じ、発光しない部分いわ
ゆるダークスポットが生じるという問題がある。
【０００４】樹脂基板や樹脂フィルムはＬＣＤなどのデ
ィスプレイ用や食品包装用に用いられることがあるが、
その際には、内部への酸素や水分を遮断するためのバリ
ア膜が成膜される。特に、ディスプレイ用樹脂基板に
は、透明性や防湿性の点から酸化シリコン（ＳｉＯ
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も

しくはＳｉＯ
x
（ｘ＝１～２））の蒸着やスパッタによ

り成膜したバリア膜が用いられている。
【０００５】有機ＥＬ素子を樹脂基板上に作製する場合
にも素子の保存性を確実にするためには、水分を遮断す
るための防湿膜を必要とする。しかし、従来では、有機
ＥＬ素子と樹脂基板との間に樹脂防湿膜を設けている
が、素子周囲の樹脂基板の表面から水分が素子の有機機
能層へ侵入する問題があった。ＳｉＯ

2
やＳｉＯ

x
の蒸着

膜、スパッタ膜では有機ＥＬ素子の劣化を抑制するに十
分なバリア性（防湿性）を有していない。また、ＳｉＮ

x
のスパッタ膜を用いることで防湿性の高い膜を得るこ
とが可能であるが、膜に着色があって透明性が悪く、膜
の応力が大きくて基板が反ってしまったり、膜が割れて
しまったりするため、実用的ではなかった。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】そこで本発明は、水分
による発光特性が劣化しにくい有機ＥＬ素子及び有機Ｅ
Ｌ表示パネルを提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】本発明の有機エレクトロ
ルミネッセンス表示パネルは、順に積層された、第１表
示電極、有機化合物からなる発光層を含む１以上の有機
機能層、及び第２表示電極、からなる１以上の有機エレ
クトロルミネッセンス素子と、前記有機エレクトロルミ
ネッセンス素子に接触して担持する樹脂基板と、からな
る有機エレクトロルミネッセンス表示パネルであって、
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前記樹脂基板の表面を覆う無機バリア膜を有することを
特徴とする。
【０００８】本発明の有機エレクトロルミネッセンス表
示パネルにおいては、前記無機バリア膜が覆う前記樹脂
基板の表面は、少なくとも前記有機エレクトロルミネッ
センス素子に接触する表面、前記有機エレクトロルミネ
ッセンス素子間の表面、前記有機エレクトロルミネッセ
ンス素子周囲の表面を含むことを特徴とする。本発明の
有機エレクトロルミネッセンス表示パネルにおいては、
前記無機バリア膜が覆う前記樹脂基板の表面は、前記有
機エレクトロルミネッセンス素子に接触する表面の裏側
の表面を含むことを特徴とする。
【０００９】本発明の有機エレクトロルミネッセンス表
示パネルにおいては、前記無機バリア膜が覆う前記樹脂
基板の表面は、全面であることを特徴とする。本発明の
有機エレクトロルミネッセンス表示パネルにおいては、
前記無機バリア膜は窒化酸化シリコンからなることを特
徴とすることを特徴とする。本発明の有機エレクトロル
ミネッセンス表示パネルにおいては、前記無機バリア膜
は、窒素／酸素の比率が０．１３～２．８８である窒化
酸化シリコンからなることを特徴とする。
【００１０】本発明の有機エレクトロルミネッセンス表
示パネルにおいては、前記無機バリア膜はスパッタ法に
より成膜されたことを特徴とする。本発明の有機エレク
トロルミネッセンス表示パネルにおいては、前記有機エ
レクトロルミネッセンス素子を背面から覆う封止膜を有
することを特徴とする。本発明の有機エレクトロルミネ
ッセンス表示パネルにおいては、前記封止膜は無機パッ
シベーション膜であり、前記有機エレクトロルミネッセ
ンス素子全体は前記無機バリア膜及び前記封止膜により
気密的に覆われていることを特徴とする。
【００１１】
【発明の実施の形態】以下に、本発明による実施の形態
例を図面を参照しつつ説明する。図１に示すように、実
施形態の有機ＥＬ素子は、表面を窒化酸化シリコンから
なる無機バリア膜１２で覆われた樹脂基板１０の上に順
に積層された、第１表示電極１３（透明電極の陽極）、*
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*有機化合物からなる発光層を含む１以上の有機機能層１
４、及び第２表示電極１５（金属電極の陰極）、からな
る。また、有機ＥＬ素子は、その第２表示電極１５の背
面から覆う封止膜１６を有する。
【００１２】無機バリア膜が覆う樹脂基板の表面は、少
なくとも有機ＥＬ素子に接触する表面、有機ＥＬ素子間
の表面、有機ＥＬ素子周囲の表面、有機ＥＬ素子に接触
する表面の裏側の表面を含むことが好ましい。水分の有
機機能層への侵入を防止するためである。樹脂基板の両
面を無機バリア膜で覆うことにより、樹脂基板の反りを
防止できる。
【００１３】無機バリア膜の窒化酸化シリコンは、窒素
／酸素の比率が０．１３～２．８８であることが好まし
い。これ以上であると、膜の残留応力が高くなり、以下
であると水分の有機機能層への侵入を十分防げなくな
る。例えば、有機ＥＬ素子の各々は、透明な樹脂基板１
０上にインジウム錫酸化物（ＩＴＯ）からなる透明電極
（第１表示電極）１３を蒸着又はスパッタにて成膜す
る。その上に、銅フタロシアニンからなる正孔注入層、
ＴＰＤ（トリフェニルアミン誘導体）からなる正孔輸送
層、Ａｌｑ
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（アルミキレート錯体）からなる発光層、

Ｌｉ
2
Ｏ（酸化リチウム）からなる電子注入層を順次、

蒸着して有機機能層１４を形成する。さらに、この上に
蒸着によって、Ａｌからなる金属電極（第２表示電極）
１５を透明電極１３の電極パターンと対向するように成
膜する。
【００１４】防湿性の高い膜を得るために、ＳｉＯ

2
、

ＳｉＯ
x
、ＳｉＮ

x
の膜についてスパッタ法により成膜し

て実験を行い、無機バリア膜として窒化酸化シリコンが
好適であるとことを確認し、その使用条件を検討した。
有機ＥＬ素子用の樹脂基板の試料を複数作製した。ま
ず、ポリカーボネート（ＰＣ）を基材とした市販のプラ
スチック液晶用樹脂基板１０に樹脂層１１をコーティン
グして平滑化したのち、その両面に防湿用バリア膜１２
を表１に示すような成膜条件で成膜した。
【００１５】
【表１】

試料ＡのＳｉＮｘ防湿膜については、膜の応力が大きい
ため、膜にクラックが入り、樹脂基板上に有機ＥＬ素子
を構成することができなくなった。試料Ｂ～Ｄの成膜し
た樹脂基板上にそれぞれ透明電極１３を成膜、パターニ
ングし、さらに有機機能層１４、金属電極１５を成膜し
て有機ＥＬ素子を構成した。このあと、有機ＥＬ素子部
の取り出し電極を除くすべての部分をプラズマＣＶＤ法

による無機パッシベーション膜である窒化シリコン膜１
６で覆って封止した。
【００１６】このようにして作製した有機ＥＬ素子を発
光駆動し、光取り出し方向より観察した。これらの有機
ＥＬ素子を６０℃、９５％の環境下にて２６０時間保存
したのち、再び発光状態を観察した。試料Ｂ、ＣのＳｉ
ＯｘＮｙ防湿膜を成膜したものでは、発光状態に変化は
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見られなかった。試料ＤのＳｉＯ

2
防湿膜を成膜したも

のでは、透明電極の端部付近が非発光であった。よっ
て、窒化酸化シリコン防湿膜が好適であることが確認で
きた。
【００１７】さらに、窒化酸化シリコン防湿膜と樹脂基
板の好適な組み合わせを検討した。ＰＣ（ポリカーボネ
ート）からなるプラスチック液晶用樹脂基板１０の全面
に防湿用バリア膜１２として窒化酸化シリコン（ＳｉＯ
ｘＮｙ）を２０００Åづつ、表２に示すような酸素と窒
素の混合比でそれぞれ成膜し、ＳｉＯｘＮｙ膜の可視光
帯域の透過率をそれぞれ測定した。表２にその結果を示
す。
【００１８】
【表２】

【００１９】
【表３】

試料Ｅについては、窒化酸化シリコンのバリア膜の応力
が大きく、膜にクラックが入り、樹脂基板上に有機ＥＬ
素子を構成することができなかった。試料Ｆ～Ｋについ
ては、樹脂基板上にそれぞれ透明電極１３を、成膜、パ
ターニングし、さらに有機機能層１４、金属電極１５と
順に成膜した有機ＥＬ素子を構成した。このあと、有機
ＥＬ素子の取り出し電極を除くすべての部分をプラズマ
ＣＶＤ法による窒化シリコン膜１６で覆って封止した。
【００２０】このようにして作製した有機ＥＬ素子を発
光駆動し、光取り出し方向より観察した。これらの有機
ＥＬ素子を６０℃、９５％の環境下にて２６０時間保存
したのち、再び発光状態を観察した。試料Ｆ～Ｊの防湿
用バリア膜を成膜した素子では発光状態にほとんど変化
は見られなかった。試料Ｋの防湿用バリア膜を成膜した
ものでは透明電極の端部付近に非発光部分が観察され
た。
【００２１】これらのことより、有機ＥＬ素子を樹脂基
板上に構成するにあたって、窒素と酸素の混合割合が窒
素／酸素の比率で０．１３～２．８８までの範囲にある
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窒化酸化シリコン膜を防湿用バリア膜として用いること
で、透明性を確保しつつ高い保存性を有することが可能
となることが確認された。本発明では、樹脂基板上に有
機ＥＬ素子を作製する場合、素子の保存性向上に不可欠
な防湿用バリア膜に窒化酸化シリコン膜を用いたことに
より、有機ＥＬ素子にとっても十分な防湿性を有する樹
脂基板を得ることができる。
【００２２】また、応力や透明性の点においても、ディ
スプレイに応用するに十分な性能を有しているため、樹
脂基板を用いた薄くて軽い、しかもフレキシブルや有機
ＥＬディスプレイを実現することができる。図２は他の
実施の形態の、複数の有機ＥＬ素子を備えた有機ＥＬ表
示パネルの部分拡大背面図である。有機ＥＬ表示パネル
は、図に示すように、窒化酸化シリコン膜で全体が被覆
されたＰＣ樹脂基板１０上にマトリクス状に配置された
複数の有機ＥＬ素子を備えている。透明電極層を含む行
電極１３（陽極の第１表示電極）と、有機機能層と、該
行電極に交差する金属電極層を含む列電極１５（第２表
示電極）と、が窒化酸化シリコン膜(図３の１２)上に順
次積層されて構成されている。行電極は、各々が帯状に
形成されるとともに、所定の間隔をおいて互いに平行と
なるように配列されており、列電極も同様である。この
ように、マトリクス表示タイプの表示パネルは、複数の
行と列の電極の交差点に形成された複数の有機ＥＬ素子
の発光画素からなる画像表示配列を有している。第１表
示電極１３は、島状の透明電極を水平方向に電気的に接
続する金属バスラインから構成できる。有機ＥＬ表示パ
ネルは樹脂基板１０の窒化酸化シリコン膜(図３の１２)
上の有機ＥＬ素子の間に設けられた複数の隔壁７を備え
ている。第２表示電極１５及び隔壁７の上には封止膜１
６が形成されている。有機機能層材料を選択して適宜積
層して各々が赤Ｒ、緑Ｇ及び青Ｂの発光部を構成するこ
ともできる。
【００２３】図３に示すように、このパネルの有機ＥＬ
素子の各々は、樹脂基板１０上に順に積層された、第１
表示電極１３、有機化合物からなる発光層を含む１以上
の有機機能層１４、及び第２表示電極１５、からなる。
隔壁７は、樹脂基板から突出するように有機ＥＬ素子の
間に設けられている。さらに、有機ＥＬ表示パネルは、
有機ＥＬ素子及び隔壁７を背面から覆う封止膜１６の一
部として無機パッシベーション膜を備えてもよい。これ
に防湿が保たれるので、樹脂からなる封止膜を当該無機
パッシベーション膜上に設けることができる。また、樹
脂封止膜最表面上に無機物からなる無機パッシベーショ
ン膜を再度設けることもできる。無機パッシベーション
膜は上記の窒化酸化シリコン、窒化シリコンなどの窒化
物、或いは酸化物又は炭素などの無機物からなる。封止
膜を構成する樹脂としては、フッ素系やシリコン系の樹
脂、その他、フォトレジスト、ポリイミドなど合成樹脂
が用いられる。
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【００２４】この封止構造を形成した有機ＥＬ表示パネ
ルを、それぞれ室温及び高温高湿（６０℃、９５％）下
にて２６０時間放置した後であっても、封止構造にクラ
ックや剥離を発生せず、有機ＥＬ表示パネルとしての発
光動作も安定していた。このように有機ＥＬ素子の樹脂
基板側からの水分は基板を覆う無機バリア膜によって遮
断される。
【００２５】上述した例においては、水分の遮断を行な
うための無機バリア膜製法として、スパッタ法を用いた
が、これに限られることはなく、プラズマＣＶＤ(Chemi
calVapor Deposition)法、真空蒸着法などの気相成長法
も適用可能である。さらに上述した実施例においては、
図２に示すように、透明樹脂基板１０上の複数の透明電
極１３と金属電極１５との交差する部分の有機機能層１
４すなわち発光部からなる単純マトリクス表示タイプの
有機ＥＬ表示パネルを説明したが、本発明はアクティブ
マトリクス表示タイプのパネルの基板にも無機バリア膜
は応用できる。 *
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*【００２６】
【発明の効果】本発明によれば、水や酸素の遮断が十分
な封止構造を形成できるので、信頼性の高い有機ＥＬ素
子及び有機ＥＬディスプレイを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による有機ＥＬ素子の概略拡大断面図。
【図２】本発明による有機ＥＬ表示パネルの概略拡大部
分背面図。
【図３】図２の線ＡＡに沿った有機ＥＬ表示パネルの概
略部分断面図。
【符号の説明】
７  隔壁
１０  樹脂基板
１２  バリア膜
１３  第１表示電極（透明電極）
１４  有機機能層（発光層）
１５  第２表示電極（金属電極）
１６  封止膜

【図１】 【図２】 【図３】
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